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資料４ 

第４次男女共同参画プラン・とくしま策定について（案） 

 

 

１ プラン策定の趣旨 

 

○本市では平成 15（2003）年３月に「男女共同参画プラン・とくしま～ひとりひとりが輝く社会

をめざして～」を策定し、以降２度の改定を行うとともに、これらのプランに基づき、市民、事

業者及び市民団体等と連携・協働し、家庭・学校・職場・地域など社会のあらゆる場における

男女共同参画社会の実現に向け、様々な施策を展開してきました。 

 

○これまでの取組により、社会の多くの分野で男女共同参画の取組や女性活躍が進むなど、

一定の進展が見られますが、職場や地域、政治の場などにおける指導的地位に占める女性

の割合の拡大、根強く残る固定的な性別役割分担意識※１や無意識の思い込み（アンコンシ

ャス・バイアス）の解消、男女間の経済的・社会的格差の解消などの課題が残されており、引

き続き男女共同参画の取組が必要です。 

 

○このような状況のもと、現行プランである「第３次男女共同参画プラン・とくしま」（以下「第３

次プラン」という。）の計画期間が令和４年度末で終了するとともに、少子高齢化のさらなる

進展や労働力人口の減少、新型コロナウイルス感染症の影響など、社会経済情勢が大きく

変化していることから、新たに今後５年間に徳島市が取り組むべき施策の方向と内容を明ら

かにするため、「第４次徳島市男女共同参画プラン・とくしま (以下「第４次プラン」という。)

を策定します。 

 

２ 第３次プランの概要 

 

⑴ プランの位置付け 

〇男女共同参画社会基本法第 14条に基づく 「男女共同参画基本計画」 

〇配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）に基づく「市町

村基本計画」 

〇女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づく「市町村推

進計画」 

 

⑵ プランの期間 

  平成２９年度から令和４年度までの６年間 

 

⑶ プランの基本理念 

   
だれもが人として心豊かに生きることができる男女共同参画社会の創造 
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３ 第３次プランにおける主な取組及び指標の進捗状況 

 

第３次プランでは、４つの基本方向とそれに基づく 13の基本目標に 35の施策の方向、

及び男女共同参画の実現のための仕組みづくりを設定し、様々な取組を進めてきました。 

 

⑴ 主な取組 

Ⅰ 人権の尊重と男女平等の意識づくり 

＜主な取組＞ 

○市民団体等と連携を図りながら男女共同参画啓発イベント「フェスティバルあい」の

開催や人権問題講演会等の開催、男女共同参画推進ネットワーク会議と連携・協働し、

セミナー・ワークショップを開催するなど、男女共同参画の意義について広く周知・

啓発を進めてきました。 

○市立幼・小・中・高等学校教員に対して男女平等についての知識を深め、指導力を高

める取組を行いました。 

○ＤＶ相談では、「徳島県中央こども女性相談センター（配偶者暴力相談支援センター）」

や民間の支援団体との連携を強化し、相談支援の充実に取り組みました。 

○ＤＶ被害者の自立した新生活を支援するため、生活用品等の物資の募集を行い、ＤＶ

被害者支援団体と連携し、必要とされる方への提供を行いました。 

○広く市民から募集した「ＤＶ根絶に寄せる思い」や「ＤＶ被害に苦しむ人に寄り添う

メッセージ」を展示しＤＶ根絶に向けた啓発展「パープルリボンメッセージ展」を開

催しました。  

 

Ⅱ あらゆる分野への男女共同参画の推進 

＜主な取組＞ 

○審議会等の委員への女性の参画を促進するため、庁内の推進体制である徳島市男女共

同参画推進本部において各部局に働きかけ、市政への女性参画強化に向けて取組を進

めました。 

○徳島市特定事業主行動計画に基づき、男女が共に仕事と生活を両立できる働きやすい

職場環境づくりや、職員の意識改革やキャリア形成支援を進め、女性職員の管理職登

用の促進に取り組みました。 

○大学生が固定的な性別役割分担意識に捉われず、自分らしい生き方、働き方ができる

よう、四国大学生と徳島で様々な分野で活躍されている方々が意見交換を行う「ロー

ルモデルカフェ」を開催しました。 
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Ⅲ 男女がともに働きやすい環境づくり 

＜主な取組＞ 

○出産・育児等のために離職した女性や 40歳未満の男性の就労支援として、セミナー

や他団体との連携による就職面接会を開催しました。 

○民間企業と連携し、市内の女性を対象にＷｅｂマーケティング※２の知識やＩＴツー

ル※３習得研修を実施し、習得した技術を生かした就業支援に取り組みました。 

○働き方・休み方の改善に積極的に取り組む企業等を「職場環境改善・働き方改革宣言

企業」として認定し、企業のワーク・ライフ・バランス※４の普及・促進に取り組み

ました。 

○仕事と育児の両立のための環境整備として、「ファミリー・サポート・センター※５」

の活動支援や、就労形態の変化に合わせた延長保育、多様化する保育ニーズに対応す

るため一時預かり・学童保育の充実などに取り組みました。 

 

Ⅳ 心豊かに暮らせるための生活環境づくり 

＜主な取組＞ 

○生涯を通じた健康保持・増進のため、特定検診・がん検診受診率の向上に向けた取

組や妊娠・出産を通じて母子の健康を守るため、健診や訪問により支援を行いまし

た。 

○女性の健康支援として、生理用品の無料提供や民間企業と連携し、生理用品無料配布

システムを導入したほか、市内の１５の中学校と徳島市立高校で民間団体から寄付さ

れた生理用品を設置しています。 

 

男女共同参画実現のための仕組みづくり 

＜主な取組＞ 

○性の多様性及び人権尊重の理解を深め、多様な価値観を認め合う社会の実現に向け、

徳島市パートナーシップ宣誓制度※６を令和２年４月に創設しました。また、令和３

年２月からは多様な家族の形を応援するファミリーシップ（子に関する届出）※７を

開始しました。 

○徳島市役所における男性の育児休業取得の促進に取り組むほか、市職員のマインド

セット※８研修を実施し、女性の管理職登用を促進しました。また、徳島市役所にお

けるダイバーシティ（多様性）※９の推進において、職員の意識や取組の進捗、課題

を可視化する「ダイバーシティーインデックス※10」を実施しました。 
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⑵ 指標の進捗状況 

指  標  名 
策定時 

（Ｈ２７年度） 

現状値 

（Ｒ３年度） 

目標値 

（Ｒ４年度） 

基
本
目
標 

Ⅰ 

基本目標１ 男女共同参画の視点に立った意識啓発 

1 本市主催の人権教育・啓発に関する啓発事業等への参加者数 45,223人 20,171人 48,500人 

2 男女共同参画イベント「フェスティバルあい」講演会の参加者数 305人 70人 400人 

3 男女共同参画誌「シンフォニー」の発行  5,000部 -※ⅰ 5,000部 

4 
市男女共同参画センターにおける男女共同参画に関する
図書・ＤＶＤの貸出登録者数 

333人 371人 435人 

基本目標２ 男女共同参画を推進する教育・学習の充実 

5 人権学習機会の提供  10回 22回 22回 

6 すくらむ学級の開催  209回 109回 250回 

7 男女共同参画地域学習会の参加人数  296人 -※ⅱ 500人 

8 市男女共同参画センターにおける男女共同参画登録団体数 48団体 48団体 55団体 

基本目標３ あらゆる暴力の根絶 【ＤＶ防止基本計画】 

9 ＤＶ（配偶者等からの暴力）という言葉を知っている人の割合  83.7% 83.7% 100% 

10 
ＤＶ相談窓口について「知っているところはない」と 
回答した人の割合 

18.2% 12.8% 0% 

11 ＤＶ防止に関する啓発パンフレットの配布   750部 70部 1,500部 

12 セクシュアル・ハラスメント防止に関する研修の実施  4回 5回 8回 

13 防犯委員の人数  315人 309人 319人 

14 防犯灯の電気料金補助灯数  11,767灯 12,653灯 12,600灯 

基本目標４ 相談体制の整備 【ＤＶ防止基本計画】 

15 
市男女共同参画センターにおける男女平等の視点に立った

相談の実施 
418件 525件 500件 

16 関係機関によるネットワーク会議の開催 ― １回 3回 

 基本目標５ 政策・方針決定過程への女性の参画の拡大 【女性活躍推進計画】 

基
本
目
標 

Ⅱ 

17 市の審議会等における女性委員の割合  26.4% 
36.4% 

（R4.4.1） 
40.0% 

18 本市における女性職員の管理職に占める割合  9.8% 
14.8% 

（R4.4.1） 
16.0% 

19 男女共同参画イベント「フェスティバルあい」参加団体数 22団体 24団体 30団体 

基本目標６ 経済・産業分野等における男女共同参画の推進 【女性活躍推進計画】 

20 女性認定農業者数  11人 9人 25人 

21 女性農業委員の割合  5.8% 15.8% 10.0% 

22 阿波女あきんど塾の活動回数  15回 7回 15回 

23 徳島商工会議所女性会の会員数  131人 135人 140人 

24 創業支援者のうちの女性創業者数  9人 19人 12人 

25 観光ガイドボランティアの女性登録人数  62人 45人 62人 

基本目標７ 国際的視点に立った男女共同参画の推進 

26 市国際交流協会の会員数  214人 167人 270人 

27 外国人相談事業における相談解決の割合（満足度）  90.0% 92.0% 100.0% 

28 外国語版母子手帳の交付  8件 10件 10件 

基本目標８ 男女共同参画の視点に立った防災体制の確立 

29  災害時ボランティアコーディネーター養成講座の累計受講者数 53人 154人 250人 

30 市民防災研修会 参加人数  215人 98人 250人 

31 市民防災研修会 女性参加割合  15.0% 12.0% 30.0% 

32 徳島市の女性防災士人数  4人 43人 40人 
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指  標 
策定時 
（Ｈ２７年度） 

現状値 
（Ｒ３年度） 

目標値 
（Ｒ４年度） 

 基本目標９ 就業の分野における男女共同参画の推進 【女性活躍推進計画】 

基
本
目
標 

Ⅲ 

33 「男女雇用機会均等法」という用語の認知度  69.8% 64.7% 100% 

34 ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金受給者数  17人 23人 30人 

基本目標 10 男女の職業生活と家庭生活の両立支援 【女性活躍推進計画】 

 35 延長保育の利用可能人数  1,791人 2,251人 2,279人 

36 一時預かり事業の利用可能量  29,795人日 35,976人日 37,394人日 

37 病児保育事業の利用可能量  9,261人日 10,029人日 10,825人日 

38 保育所待機児童数  36人 12人 0人 

39 学童保育クラブの運営委託箇所数  39箇所 49箇所 44箇所 

40 「ワーク・ライフ・バランス」という用語の認知度  56.3% 66.6% 100% 

41 「育児・介護休業法」という用語の認知度  61.6% -※ⅲ 100% 

42 地域包括支援センター事業相談延べ件数  36,710件 27,538件 37,000件 

43 ファミリー・サポート・センターの利用件数  6,025件 4,395件 6,000件 

基本目標 11 地域における男女共同参画の推進 

44 男性のためのいきいき家庭生活講座の参加者数  74人 -※ⅳ 100人 

45 消費生活講座の男性参加者割合  15.0% 18.0% 30.0% 

46 コミュニティ協議会の女性役員割合  23.8% 28.5% 30.0% 

 基本目標 12 高齢者・障害者等の福祉の充実 

基
本
目
標 

Ⅳ 

47 要介護等認定者の高齢者人口に対する割合  22.4% 21.7% 25.0% 

48 元気高齢者づくり事業利用者延べ人数  28,155人 9,202人 30,000人 

49 認知症サポーター数  10,379人 17,067人 12,300人 

50 障害者のグループホームの利用者数  148人 166人 180人 

51 障害者へのバス無料乗車券交付者数  11,758人 12,967人 14,800人 

52 高齢者活用・現役世代雇用サポート事業派遣就業延べ人数 29,528人 37,361人 35,000人 

53 高齢者文化活動の参加者数  2,900人 660人 3,000人 

基本目標 13 生涯を通じた健康づくりの推進 

54 生活習慣病予防教室の参加者数  1,453人 129人 1,650人 

55 特定健康診査受診率  32.8% 33.4% 60.0% 

56 健康手帳の交付数  1,607冊 1,317冊 1,800冊 

仕
組
み
づ
く
り 

庁内の推進体制の充実 

57 男性市職員の育児休業取得率  3.8% 18.8% 8.0% 

58 男女共同参画の研修実施回数  6回 12回 6回 

市民・関係団体等との協働の推進 

59 市民活力開発センター来館者数  8,029人 3,388人 10,000人 

60 福祉活動を目的としたＮＰＯ法人数（団体）  79団体 87団体 107団体 

61 市民協働事業数  3事業 5事業 9事業 

※ⅰ 男女共同参画誌「シンフォニー」の発行は平成 30 年度で終了 

※ⅱ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、中止 

※ⅲ 令和３年度市民意識調査では、平成 27 年に成立した「女性活躍推進法」の認知度を調査  

※ⅳ 男性のためのいきいき家庭生活講座は平成 30 年度で終了 

 



- 6 - 

 

４１４ 男女共同参画を取り巻く現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

１ 人口・世帯の状況              参考資料 2 pp.1-3 

 
⑴ 人口（国勢調査） 

  H7 約 26万 9 千人 ➡ R2 約 25 万 2 千人 ➡ R27 約 20万 5 千人（推計）  

 

⑵  年齢３区分人口 

   老年人口（65歳以上）は年々増加 
   年少人口（15歳未満）及び生産年齢人口（15歳～64歳）は年々減少 

  

⑶  世帯構成（国勢調査） 

   単身世帯が年々増加。 
   ひとり親世帯の状況（R2）母子世帯：1,416世帯 父子世帯：127世帯 

 

４ 就業の状況                参考資料 2 pp.8-10             

⑴ 就業者に占める女性の割合  

女性の就業者数は増加傾向、就業者全体の約 47％が女性 

  H12年 43.4％ ➡ R2年 47.1％（3.7ポイント増） 
 
⑵ 女性の年齢階級別労働力率（M字カーブ※11）  

Ｍ字カーブは、解消されつつある。本市は全国に比べてＭ字カ

ーブは浅い。 
 
⑶ 男女間の賃金格差（所定内給与額）（徳島県） 

  男性一般労働者の給与水準を 100 としたときの女性一般労働者

の給与水準は 78.7 

全国よりも男女間格差はやや小さい（全国 75.2） 

 

 

⑴ ひとり親世帯 

   ひとり親世帯では、生活困窮に陥りやすい。 
 
⑵ 一人暮らしの高齢者 

  女性の単身世帯の約５割は65歳以上 

  高齢期の女性の貧困（低年金・無年金者問題）  
 
⑶ 性的マイノリティ※13の生活しづらさ    

性的マイノリティにとって、生活しづらい社会との認識が高い。 
性的マイノリティにとって、偏見や差別などにより、生活しづらい社会であるか 

そう思う   30.4％ どちらかといえばそう思う    34.1％ 

そう思わない  5.4%  どちらかといえばそう思わない    9.6％ 

 
 ⑷ 性的マイノリティの理解促進や支援  

   職場や学校等における理解の促進、いじめや差別を禁止する法

律や制度の見直しが必要 

２ 男女の地位の平等感・固定的な性別役割分担意識の状況   参考資料 2 pp.4-5 

 ⑴ 男女の地位の平等感  

「学校教育の場」以外の分野では、「平等」よりも「男性優遇」

と考える割合が高い。 

 
 

 

 

 
 
⑵ 固定的な性別役割分担意識 

  固定的な性別役割分担意識に反対する割合の増加 

   R26年度 51.1％ ➡ R3年度 61.7％（10.6ポイント増） 

 

男性優遇と考える割合が高い項目 
社会通念・慣習・しきたり等 79.7％  

政治の場 75.3％    
社会全体 73.3％ 

３ 政策・方針決定過程への女性参画の状況       参考資料 2 pp.6-8 

⑴ 審議会等における女性委員の割合  

女性委員の割合は増加傾向にあるが、目標値は未達成 

  H29年度 29.5％ ➡ R4年度 36.4％（6.9 ） 
(目標値：R4 年度 40.0％) 

 
⑵ 市役所における女性管理職（課長級以上）の割合  

女性管理職の割合は増加傾向にあるが、目標値は未達成 

  H29年度 8.7％ ➡ R4年度 14.8％（6.1 ） 
(目標値：R4 年度 16.0％) 

 

⑶ 管理的職業従事者に占める女性の割合  

全国平均に比べて高い水準（全国：R2 15.7％） 

  H17年 16.2％ ➡ R2年 20.8％（4.6 ） 
 
⑷ 地区コミュニティ協議会における女性役員の割合  

女性役員の割合は増加傾向 

  H28年度 23.9％ ➡ R3年度 28.5％（3.1 ） 

５ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の状況   参考資料 2 pp.11-12 

⑴ 夫の育児・家事関連時間（徳島県） 

全世帯 : 妻の約１／５   共働き世帯 :妻の約１／４ 

専業主婦世帯：妻の約１／８ 
  

⑵ ワーク・ライフ・バランスの理想と現実  

理 想：男女ともに「仕事と家庭生活と個人の生活をともに優

先したい」が多い。 

現 実：男性の約３割が「仕事を優先したい」 
 

⑶ 男性の「育児休業・介護休業制度」 

  男性の「育児休業・介護休業制度」の利用が進まない理由 
女  性 男  性 

１ 職場に理解や取りやすい雰囲気が 

ない （65.2％） 

１ 取ると仕事上、周りの人に迷惑が 

かかる  （61.3％） 

２ 取ると仕事上、周りの人に迷惑が

かかる （54.3％） 

２ 職場に理解や取りやすい雰囲気が 

ない  （54.6％） 

３ 男性が取ることについて社会全体

の認識が十分にないこと（53.9％） 

３ 仕事が忙しい （50.3％） 

 
⑷ 市役所における男性職員の育児休業取得率  

  R3年度 18.8％  

 

 

 
６ 配偶者等からの暴力（ＤＶ）の状況     参考資料 2 pp.13-16 
 ⑴ ＤＶ相談の有無 

   「自分自身や自分のまわりで経験した人がいる」と回答した人
のうち、ＤＶについて「誰にも相談しなかった」が約４割 

 
⑵ ＤＶ相談窓口の認知度 

  警 察：79.0％ 徳島県中央こども女性相談センター：31.6％ 

民間の機関（弁護士会、民間シェルター※12など）：27.7％ 

相談窓口を知らない：12.8％ 
 
⑶ ＤＶに対する認識 

      身体的暴力・性的暴力に比べて、精神的暴力・経済的暴力の認
識が低い。 

    男性の方が女性より、精神的暴力・経済的暴力について、暴力

にあたる認識が低い傾向 

 

８ 新型コロナウイルス感染症の影響 
⑴ 孤独・孤立状態で不安や課題を抱える人が増加 

⑵ ＤＶや虐待等の深刻化、女性の家事・育児の負担増加 

⑶ テレワーク※14、時差出勤など、働き方改革の急速な変化 

９ 国際的な動向                                 参考資料 1 p.1 

⑴ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 

 2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標 
  地球上の「誰一人取り残さない」ことを基本理念に、17の目標・

169のターゲットから構成 
目標５：ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメント※15を図る 
 
⑵ ジェンダー・ギャップ指数※16 

    日本の順位：116位／146か国 （2022.7.13発表） 

10 男女共同参画に関わる法令改正              参考資料 1 pp.2-3 
 ⑴ 改正育児・介護休業法（R4.4月から段階的に施行） 

  雇用環境整備、個別の周知・意向確認の措置の義務、「産後パパ

育休」の創設等 
 
⑵ 女性活躍推進法の省令改正（R4.7月から施行） 

  常時雇用する従業員が 301 人以上の企業を対象に、男女の賃金

格差の開示を義務付け 
 
⑶ 困難女性支援法成立（R6.4月から施行） 

  貧困や家庭内暴力（DV）などに直面する女性の自立に向けて公的

支援の強化 

７ 生活上の困難に直面する女性等の現状       参考資料 2 pp.17-19 
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５ 第４次プランに向けての課題と主な施策の方向 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な施策の方向 

★あらゆる分野における政策・方針決定過程への女性の参画の拡大

 
〇市の女性職員のキャリア形成を促進し、女性職員の管理職等への登用を

推進する必要がある。 
 

〇審議会等の委員の女性登用を促進し、市政への女性の参画を更に拡大す

る必要がある。 

 

○企業や地域団体など、様々な分野で女性が持てる能力を発揮し、政策・

方針決定過程への参画の拡大を図っていく必要がある。 
 

★  

★男性への男⼥共同参画の理解促進 

〇女性も男性も働きたい全ての人が、家事・育児・介護等と両立しながら

働くことができるためには、長時間労働を是正し、多様で柔軟な働き方

の実現に向けた職場環境改善の取組を促進する必要がある。 
 

〇固定的な性別役割分担意識や性別による無意識の思い込み（アンコンシ

ャス・バイアス）の解消に向けた取組を一層推進し、男性の家事・育児

への参画を促す必要がある。 

★配偶者等からの暴力の防止対策の強化 

★誰もが安心して暮らせる環境整備 

★性の多様性を尊重する意識の醸成 

  
〇ＤＶ相談窓口の利用について、被害者だけで悩むことなく早期に適切な

相談や支援が受けられるよう、広く周知することが必要である。 

 

○暴力を許さない人権意識を高めるとともに、ＤＶに対する理解や認識を
深める必要がある。 

 

〇孤独・孤立で不安を抱える人が、社会との絆・つながりを回復できるよ

う、適切な支援や自立につなげることが必要である。 

 

〇性的マイノリティの当事者及びその家族等に対する支援を行うととも

に、全ての人が性的指向や性自認に関する正しい理解と認識を深める必

要がある。 

◆新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

より深刻な影響が生じている一方で、テレ

ワークをはじめとするオンラインの活用、

時差出勤などが急速に普及している。 

 

◆法制度が整備され、女性の就業者・女性活

躍も進展はしているものの、依然として家

事・育児の女性への偏りが存在する。 

現状と課題 

◆市役所における女性管理職の割合が低い。 
 
◆審議会等の委員の女性の割合は、増加傾向

にあるが、十分に進んでいない。 
 
◆女性の就業率は上昇しているものの、就業

する女性に比して、管理的職業に就く女性

は少ない。 
 
◆地域において、リーダーとして活躍する女
性の参画は増加傾向にあるが、十分に進ん

でいない。 

◆「ＤＶ相談を誰にもしなかった」「ＤＶ相

談窓口について知っているところはな

い」と回答する市民がいる。 

 

◆配偶者等からの暴力における精神的暴

力・経済的暴力の認識が低い。 

 

◆新型コロナウイルス感染症の影響の長期
化により、孤独・孤立状態で不安や課題を

抱える人が増加している。 

 

◆性的マイノリティにとっては生活しづら
い社会であると認識されている。 

〇固定的な性別役割分担意識や性差に関する偏見・固定観念、無意識の

思い込み（アンコンシャス・バイアス）は、女性にも男性にも全ての

人にある。 
 

〇女性も男性も一人一人が、男女共同参画を自分のこととして認識し、

その実現に向けて協力し合って取り組めるよう、男女双方の意識改革

に取り組む必要がある。 

 

〇男女共同参画に無関心な層へ働きかけるとともに、年代やライフステ

ージに応じた実効性のある取組を実施し、意識改革から行動変容へと

つながるよう男女共同参画の推進に取り組む必要がある。 

★固定的な性別役割分担意識・無意識の思い込み（アンコンシャ

ス・バイアス）の解消に向けた意識改革の強化 

 

〇その時々のライフステージにおいて全ての人々が、それぞれの

希望に応じた様々な働き方、学び方、生き方を選べるようにな

ることが求められている。しかし、固定的な性別役割分担意識
や性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）

は、男女ともに自分らしい生き方を制限することにつながる。 

 

〇若い女性が地方から大都市へと出て行く傾向が強まっており、

少子化・人口減少が加速する要因の一つとなっている。その背

景には、根強い固定的な性別役割分担意識があると考えられ、

特に経済的に自立したい女性にとっては、地元で生活するとい

う選択肢が選びづらくなっている。 
 

〇配偶者等による暴力の被害者は女性であることが多く、その背

景には、固定的な性別役割分担意識や、社会的地位、経済力の

格差など、男女が置かれている状況に根差した社会的・構造的

な問題が存在すると考えられている。 

社会全体において、 

固定的な性別役割分担意識 や 

無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）が 

大きな障壁として存在 

 

現状と課題１ 

現状と課題２ 

現状と課題３ 
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６ 第４次プランにおける基本的な考え方 

 

⑴ プランの位置付け 

ア 男女共同参画社会基本法第 14条に基づく男女共同参画社会形成の促進に関する施策

を総合的かつ計画的に推進するための「市町村男女共同参画基本計画」として位置付け

ます。 
 
イ  「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（以下「ＤＶ防止法」とい

う。）」に基づく「市町村基本計画」として、また「女性の職業生活における活躍の推進に関

する法律（以下「女性活躍推進法」という。）」に基づく「市町村推進計画」としても位置付

けます。 
 
ウ 国の「第５次男女共同参画基本計画」及び「徳島県男女共同参画基本計画」の内容を勘

案するとともに、「徳島市総合計画２０２１（以下「総合計画」という。）」やその他の関連する

個別計画との整合性を図り策定します。 

 

⑵ プラン期間 

  令和５年度から令和９年度までの５年間とします。 

 

 

７ 第４次プラン策定における視点 

 

⑴ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進 

ＳＤＧｓは、平成 27（2015）年９月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択され

た、令和 12（2030）年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。地球上

の「誰一人取り残さない」ことを基本理念に、17の目標・169のターゲットから構成さ

れています。 

本市は、令和４（2022）年５月に、内閣府よりＳＤＧｓの先進的な取組を行う自治体

として「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されました。 

また、「徳島市総合計画 2021」及び「徳島市ＳＤＧｓ未来都市計画（素案）」に基づ

き、持続的に発展できるまちづくりに取り組んでいます。 

男女共同参画社会の実現を推進する本プランは、目標５「ジェンダー平等を実現しよ

う」をはじめ関連する目標と方向性を同じくするものです。 

本プランの施策を着実に進めることで、ＳＤＧｓの達成に向け取り組みます。 

【関連する目標】 

１貧困をなくそう 

 

３全ての人に健康と福祉を 

 

 

４質の高い教育をみんなに 

 

 

 

５ジェンダー平等を実現し

よう   

８働きがいも経済成長も 

 

10 人や国の不平等をなく 

そう 

 

16 平和と公正を全ての人に 

 

17 パートナーシップで目標

を達成しよう 
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⑵ ダイバーシティ（多様性）社会の実現 

本市では、総合計画において「多様性を認め合える！個性あふれるまち『とくしま』

の創造」をまちづくりの基本目標の一つとして掲げ、ダイバーシティあふれる共生社会

の実現に向けて取組を進めています。 

男女共同参画の推進は、性別だけでなく、年齢や国籍、障害の有無、性的指向・性自

認等に関わらず、一人ひとりが尊重され、自分らしく生き、誰もが個性や能力を十分に

発揮し活躍できるダイバーシティ（多様性）社会の実現にもつながるものです。本プラ

ンの施策を着実に進めることで、ダイバーシティ社会の実現に向けた取組を進めます。 

 

 

⑶ 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う影響 

新型コロナウイルス感染症拡大の長期化により、女性や男性に対してそれぞれ異な

った社会的、経済的影響をもたらしています。 

家庭では性別役割分担意識に基づく家事・育児・介護等の女性の負担の増加や、外出

自粛や休業などによる生活不安・ストレスからＤＶの増加・深刻化、就業面では女性の

多い産業や非正規雇用労働者で雇用の悪化が見られるなど、特に女性への影響が強く

表れています。 

一方で、感染症の拡大を契機にテレワークの導入やオンラインの活用など柔軟で多

様な働き方の導入が急速な広まりを見せ、在宅時間が増えた男性における家事・育児な

どの参加の兆しがみられるといった効果も現われ、男女共同参画社会の形成を加速さ

せる契機となる状況にあるといえます。 

こうしたことから、本プランでは、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響や変

化を踏まえ、男女共同参画の取組を進めます。 
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８ 第４次プランの基本理念（案） 

 

これまで本市では、平成 15（2003）年に徳島市男女共同参画プランを策定して以降、「誰

もが人として心豊かに生きることができる男女共同参画社会の創造」を基本理念に掲げ、

すべての人の基本的人権を尊重し、社会生活のあらゆる場面で、真の平等が達成され、男

女がともに支えあえる社会を目指し、男女共同参画の取組を進めてきました。 

 

しかし、 

○少子高齢化に伴う労働人口の減少や経済のグローバル化、人々の価値観やライフスタ

イルの多様化などが進む中、個人や個性を尊重し、多様性が受容されるダイバーシテ

ィの重要性がますます高まっており、年齢や性別、国籍、障害の有無、性的指向・性

自認等に関わらず、一人ひとりが尊重され、自分らしく生き、誰もが個性や能力を十

分に発揮し活躍できるダイバーシティ社会の実現が求められています。 

 

○本市においても、総合計画において「多様性を認め合える！個性あふれるまち『とく

しま』の創造」をまちづくりの基本目標の一つとして掲げ、ダイバーシティあふれる

共生社会の実現に向けて取組を進めています。 

 

○男女共同参画の推進は、ダイバーシティ（多様性）社会の実現にもつながるものです。 

 

こうしたことから、新たなプランでは、総合計画における「一人ひとりが尊重し支え合

い個性や能力を発揮して、誰もが活躍できるまちの実現」を基本理念とし設定します。 

 

 ＜基本理念＞ 

第３次プランにおける基本理念 

 
 
 
 

 

 

第４次プランにおける基本理念(案) 

 

 

 

 

 

 

  

 

だれもが人として心豊かに生きることができる男女共同参画社会の創造 
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９ 第４次プランの体系（案） 

 
 

（◇：女性活躍推進計画 ◆：ＤＶ防止基本計画） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体系変更における考え方 

〇男女共同参画・ダイバーシティ社会を実現するための目標や施策の方向性などの全体像が、市民や事業者にとってわかりやすいこと。 

〇男女共同参画推進の取組の指針として、各所管課が事業を実施していく際に「男女共同参画やダイバーシティ」の視点をもって進めていく意識を持ちやすいこと。 

 

「重点的に取り組む施策」の設定 （第４次プラン体系（案）★：重点課題） 

  〇本市の現状と課題、国の動き、社会経済情勢の変化などを踏まえ、「計画期間内において特に重点的に取り組む施策」を設定 

第３次プラン体系（現行） 

 

基本方向 基本目標 

Ⅰ 人権の尊重と男女

平等の意識づくり 

１ 男女共同参画の視点に立った意識啓発 

２ 男女共同参画を推進する教育・学習の充実 

◆３ あらゆる暴力の根絶 

◆４ 相談体制の整備 

Ⅱ あらゆる分野への
男女共同参画の推

進 

◇５ 政策・方針決定過程への女性の参画の拡大 

◇６ 経済・産業分野等における男女共同参画の推進 

７ 国際的視点に立った男女共同参画の推進 

８ 男女共同参画の視点に立った防災体制の確立 

Ⅲ 男女がともに働き
やすい環境づくり 

◇９ 就業の分野における男女共同参画の推進 

◇10 男女の職業生活と家庭生活の両立支援 

11 地域における男女共同参画の推進 

Ⅳ 心豊かに暮らせる
ための生活環境づ
くり 

12 高齢者・障害者等の福祉の充実 

13 生涯を通じた健康づくりの推進 

 

男女共同参画実現の
ための仕組みづくり 

庁内の推進体制の充実 

市民・関係団体等との協働の推進 

第４次プラン体系（案） 

  

基本方向 基本目標 施策の方向 

Ⅰ 人権の尊重と男女共
同参画の意識づくり 

１ 男女共同参画の視点に立った意識啓発 
①男女共同参画に関する意識啓発の推進★ 
②男女共同参画社会の実現に向けた調査、情報の収集・提供 

２ 男女共同参画を推進する教育・学習の充実 
①学校における男女平等の教育の推進 

②家庭や地域における教育・学習機会の提供 

 

 

 Ⅱ あらゆる分野で 

誰もが活躍できる 

社会づくり 

 

◇３ 政策・方針決定過程への女性の参画の拡大 

①市の政策・方針決定過程への女性の参画の拡大★ 
②企業・地域等における政策・方針決定過程への女性の参画
拡大★ 

③防災・復興における女性の参画の拡大 

◇４ 働く場における女性活躍と
ワーク・ライフ・バランスの推進 

  

①雇用の場における均等な機会と待遇の確保 
②働く場における女性活躍推進の支援★ 
③仕事と生活の調和に向けた意識の啓発★ 
④多様で柔軟な働き方の取組への支援 

⑤子育てサービスの充実 
⑥介護等サービスの充実 

⑦男性への男⼥共同参画の理解促進★ 

Ⅲ 安全・安心に暮らせ
る社会づくり 

◆５ あらゆる暴力の根絶と相談体制の充実   
①配偶者等からの暴力の防止対策の推進★ 
②セクシュアル・ハラスメント等への防止対策の推進 
③相談体制の充実・関係機関や民間支援団体との連携の強化 

６ 誰もが共に安心して暮らせる環境の整備 

➀ひとり親家庭の自立支援 

②高齢者、障害者が安心して暮らせる環境の整備 
③性の多様性を尊重する意識の醸成と制度の運用 
④外国人が安心して暮らせる環境の整備 

７ 生涯を通じた健康づくりの推進 
①生涯を通じた健康づくりの支援 
②妊娠・出産等に関する健康支援 

  

 男女共同参画実現のた
めの仕組みづくり 

庁内の推進体制の充実 
①男女共同参画プラン推進本部の設置 

②施策の推進状況の把握、評価の検証 

市民・関係団体等との協働の推進 
①徳島市男女共同参画推進ネットワーク会議との連携・協働 

②企業・NPO・登録団体等との協働の推進 
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